
2022 年６月２６日 聖日礼拝 
インターネットの礼拝映像配信は９時より。11 時からは録画を視聴できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■聖歌３６「ながまことは大いなり」 
①ながまことは大いなり 頼む神は君のみ  
 変わらぬ なが愛の手に 支えらるる命ぞ  
 
※ながまことは大いなれば  朝（あした）ごとに ほめうとう  
 恵み日々に豊かなり 御顔（みかお）つねに さやけし  
 
②季節ごとに花ひらき 星は空の道ゆく  
 御神（みかみ）の手の くしわざを もの みな ほめ歌えり  
 
③罪赦され 安きうけ 導き得て 喜び 
 ちからに満ち 悪に勝ち 糧（かて）は つねに ゆたけし 
 
 
 
■鹿のように 

谷川の流れを慕う 鹿のように 主よ わが魂 あなたを慕う 
 あなたこそ わが盾 あなたこそ わがちから 
 あなたこそ わが望み われは 主を仰ぐ 
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■主の祈り  天にましますわれらの父よ。ねがわくは 御名
み な

をあがめさ

せたまえ。御国
み く に

をきたらせたまえ。御心
みこころ

の天になるごとく、地にもなさせ

たまえ。われらの日用
にちよう

の糧
かて

を今日もあたえたまえ。われらに罪をおかすも

のを われらが 赦すごとく、われらの罪をも赦したまえ。われらを こ

ころみにあわせず 悪より救いいだしたまえ。国と力と栄えとは かぎり

なく なんじのものなればなり。アーメン 
 
 
 
 
 
 
■交読 詩篇４０篇１～１０節 
１ 私は切に 主を待ち望んだ。 

主は私に耳を傾け  
助けを求める叫びを聞いてくださった。 

２ 滅びの穴から 泥沼から 
主は私を引き上げてくださった。 
私の足を巌（いわお）に立たせ 
私の歩みを確かにされた。 

３ 主はこの口に授けてくださった。 
新しい歌を 私たちの神への賛美を。 
多くの者は見て恐れ 主に信頼するだろう。 

４ 幸いなことよ 主に信頼を置き 
高ぶる者や 偽りに傾く者たちの方を向かない人。 
 

５ わが神 主よ なんと多いことでしょう。 
あなたがなさった奇しいみわざと 私たちへの計らいは。 
あなたに並ぶ者はありません。 
語ろうとしても 告げようとしても 
それはあまりに多くて数えきれません。 

６ あなたは いけにえや穀物のささげ物を 
お喜びにはなりませんでした。 
あなたは私の耳を開いてくださいました。 
全焼のささげ物や罪のきよめのささげ物を 
あなたは お求めになりませんでした。 
 

７ そのとき 私は申し上げました。 
「今 私はここに来ております。 
巻物の書に私のことが書いてあります。 



８ わが神よ 私は 
あなたのみこころを行うことを喜びとします。 
あなたのみおしえは 私の心のうちにあります。」 

９ 私は大いなる会衆の中で 義を喜び知らせます。 
ご覧ください。私は唇を押さえません。 
主よ あなたはご存じです。 

10 私は あなたの義を心の中におおい隠さず 
あなたの真実とあなたの救いを言い表します。 
私は あなたの恵みとあなたのまことを 
大いなる会衆に隠しません 

 
 
 
■使徒信条  われは天地のつくりぬし、全能の父なる神を信ず。われは
そのひとりご、われらの主、イエス・キリストを信ず。主は聖霊によりて
やどり、おとめマリヤよりうまれ、ポンテオ・ピラトのもとにくるしみを
うけ、十字架につけられ、死にてほうむられ、よみにくだり、三日目に  
死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父なる神の右に座したま
えり。かしこよりきたりて 生けるものと死にたるものとを さばきたま
わん。われは聖霊を信ず。聖なる公同の教会、聖徒のまじわり、罪のゆる
し、からだのよみがえり、とこしえのいのちを信ず。アーメン 
 
 
 
■聖書朗読 ペテロの手紙第二 ３章１４～１８節 
14 ですから、愛する者たち。これらのことを待ち望んでいるのなら、

しみも傷もない者として平安のうちに神に見出していただけるように
努力しなさい。 

15 また、私たちの主の忍耐は救いであると考えなさい。愛する、私た
ちの兄弟パウロも、自分に与えられた知恵にしたがって、あなたがた
に書き送ったとおりです。 

16 その手紙でパウロは、ほかのすべての手紙でもしているように、こ
のことについて語っています。その中には理解しにくいところがあり
ます。無知な、心の定まらない人たちは、聖書の他の箇所と同様、そ
れらを曲解して、自分自身に滅びを招きます。 

17 ですから、愛する者たち。あなたがたは前もって分かっているので
すから、不道徳な者たちの惑わしに誘い込まれて、自分自身の堅実さ
を失わないよう、よく気をつけなさい。 

18 私たちの主であり、救い主であるイエス・キリストの恵みと知識に
おいて成⾧しなさい。イエス・キリストに栄光が、今も永遠の日に至
るまでもありますように。 



■聖歌６２７「恵みの高き嶺（ね）」 
①恵みの高きね 日々 わが目当てに 祈りつ歌いつ われは登りゆかん 
 
※光と きよきと 平和に満ちたる 

恵みの高き嶺（ね） われに ふましめよ 
 
②恐れのある地に などかはとどまらん 疑惑の雲をば 早く下にふまん  
 

③さぎりの彼方
か な た

に  あまつ日 輝く 浮世
う き よ

をあとにし  なおも登りゆかん  
 
④けわしき坂をも すぐなる岩をも み助け ある身は ついに登りきらん 

 
 

■頌栄 聖歌３７６「父 御子 御霊の」 
 父・御子・みたまの おおみかみに とこしえかわらず 

御栄えあれ 御栄えあれ アーメン 
 
 
 
【自宅での礼拝の手引き】  
・招詞   招詞を読みます 
・賛美   歌います 
・主の祈り 主の祈りを祈ります 
・交読   交読箇所を読みます 
・礼拝祈祷 次の言葉を祈りましょう 

「天の父なる神様。今、あなたの御前で礼拝をささげられ
ることを感謝します。兄弟姉妹と場所は異なりますが、心
を一つにして礼拝をささげます。主の臨在を、今、ここに
現してください。私たちの救い主、イエス・キリストの御
名によって祈ります。アーメン」 

・使徒信条 使徒信条を告白します 
・聖書朗読 聖書朗読箇所を読みます 
・説教   聖書朗読箇所を思い巡らしましょう 
・賛美   歌います 
・献金   主から受けたものの中で私がささげられるものや分かち

合えるものは何か思い巡らしましょう。それをささげな
がら歩めるように主の助けを祈りましょう。 

・頌栄   頌栄をささげます 
・祝祷   心の中で祝祷を読み、最後に「アーメン」と告白しましょう 

「願わくば 主イエス・キリストの恵み 父なる神の愛 
聖霊の親しい交わりが教会員一同の上に とこしえにあ
りますように アーメン」 


